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≪抄録≫
　看護をとりまく環境の激的な変化に関する情報を得て、看護学部教員の有志が領域を超
えて看護の将来について自由に語り合う場として、2017 年 12 月から「看護の将来を考え



























































































































































































































































































































第８回（2018 年 7 月 26 日）
「本学で実施されている客観的臨床能力















































































































・ 簡易版臨床能力評価表（mini-CEX Clinical 
Evaluation Exercise) ,
・ 診 察 に 対 す 概 略 評 価 DOPS：direct 












































































































第 1 回 2017.12.6. 11 名 自由討議 
 
第 2 回 2018.1.25. 13 名 最新看護 e ラーニングをみてみよう―学研メディカルサポート社提供― 
 
第 3 回 2018.2.15. 8 名 特定行為に係る研修について 静岡県の動向 
 発表者：鶴田惠子教授 
 
第 4 回 2018.3.20. 10 名 臨床推論を応用した看護技術教育～足浴～ 
 発表者：佐久間佐織助教 
 
第 5 回 2018.4.18. 12 名 助産診断プロセスを学ぶ 
   発表者：村松美恵助教 
 
第 6 回 2018.5.15. 11 名 アフリカで仕事をしてみて日本の看護の将来について考えていること  
発表者：有原美智子氏（横浜創英大学） 
 
第 7 回 2018.6.7. 9 名 看護の将来を予測した教育内容の見直し案  
   発表者：炭谷正太郎准教授、佐久間佐織助教  
 
第 8 回 2018.7.26. 9 名 本学で実施されている OSCE から学ぶ 
   発表者：矢部広樹助教（リハビリテーション学部理学療法学科） 
 
第 9 回 2018.10.10. 7 名 8 回までの振り返りと今後の方向性  
発表者：鶴田惠子教授 
 
第 10 回 2018.11.8. 12 名 厚労省看護基礎教育検討会の動向  
発表者：川村佐和子教授 
 





第 12 回 2019.1.30.  11 名  厚労省看護基礎教育検討会 充実すべき教育内容シリーズⅡ 
終末期における対象者及び家族等への看護についての教育内容の充実  
発表者：井上菜穂美准教授
 
